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何
なに

が省
しょう

略
りゃく

でき、何
なに

が省
しょう

略
りゃく

できないかを知
し

っておく必
ひつ

要
よう

が
あります。本

ほん
書
しょ

は、この省
しょう

略
りゃく

にかかわることがらを文
ぶん

法
ぽう

として捉
とら

えて解
かい

説
せつ

したものです。

▽省
しょう
略
りゃく
から入

はい
ってさらに大

おお
きな視

し
点
てん
へ

本
ほん

書
しょ

は、日
に

本
ほん

語
ご

の省
しょう

略
りゃく

がよくわからない、どんなとき 
省
しょう

略
りゃく

でき、どんなとき省
しょう

略
りゃく

してはいけないかがわからない 
という人

ひと
、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

にこのような質
しつ

問
もん

をされて説
せつ

明
めい

に困
こま

って 
いる教

きょう
師
し

を対
たい

象
しょう

として書
か

かれています。英
えい

語
ご

での説
せつ

明
めい

も 
併
へい

記
き

されていますし、各
かく

課
か

の最
さい

後
ご

には練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

があるので、 
自
じ

分
ぶん

で理
り

解
かい

を確
かく

認
にん

しながら読
よ

み進
すす

めることができます。 
また、省

しょう
略
りゃく

だけにとどまらず、読
どく

者
しゃ

はこの本
ほん

を読
よ

むことで、 
日
に

本
ほん

語
ご

の理
り

解
かい

にとって大
たい

切
せつ

な問
もん

題
だい

（「は」と「が」、主
しゅ

題
だい

、 
主
しゅ

語
ご

になる名
めい

詞
し

の性
せい

質
しつ

、主
しゅ

節
せつ

と従
じゅう

属
ぞく

節
せつ

、やりもらい文
ぶん

など） 
への理

り
解
かい

を深
ふか

めることができるでしょう。

1. 田
た
中
なか
さんに会

あ
ったら、とても楽

たの
しそうだった。

2.�田
た
中
なか
さんが大

おお
川
かわ
さんに会

あ
った時

とき
、あまり楽

たの
しそうでは

なかった。
あなたは、1 と 2 の文

ぶん
から、「楽

たの
しい」または「楽

たの
しく 

ない」と感
かん

じたのはだれか分
わ

かりますか。日
に

本
ほん

語
ご

母
ぼ

語
ご

話
わ

者
しゃ

 
ならすぐに分

わ
かることでも、日

に
本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

には難
むずか

しく 
感
かん

じられることがたくさんあります。次
つぎ

は？
3. ジョンは行

い
こうと思

おも
っている。

3 では、「思
おも

う」のは「ジョン」だということは分
わ

かる
でしょう。しかし次

つぎ
のような場

ば
合
あい

はどうでしょうか。
4. ジョンは行

い
くと思

おも
っている。

実
じつ

は 4 は意
い

味
み

が曖
あい

昧
まい

です。というのは「思
おも

う」の主
しゅ

語
ご

が
「ジョン」なのか「（ジョン以

い
外
がい

の）他
ほか

の誰
だれ

か」なのかが、 
この一

いち
文
ぶん

だけでは決
き

まらないからです。したがって 
「行

い
く」のが「ジョン」なのか「他

ほか
の人

ひと
」なのかも分

わ
かり 

ません。次
つぎ

はどうでしょうか。
5. 母

はは
が帰

かえ
ってきたので、電

でん
話
わ
を切

き
った。

「（電
でん

話
わ

を）切
き

った」のは誰
だれ

ですか。そうです。 
母
はは

以
い

外
がい

の誰
だれ

か（私
わたし

など）です。では次
つぎ

の 6 で 
「働

はたら
いた」のは誰

だれ
でしょう。

6. 太
た
郎
ろう
が日

に
本
ほん
に帰

かえ
ってから働

はたら
いた。

答
こた

えは太
た

郎
ろう

以
い

外
がい

の誰
だれ

かです。

▽相
そう
互

ご
理

り
解
かい
はどうして可

か
能
のう
となるか

1 ～ 6 に は、 文
ぶん

を 形
かたち

作
づく

る 重
じゅう

要
よう

な 要
よう

素
そ

 
（主

しゅ
語
ご

、目
もく

的
てき

語
ご

など）が文
ぶん

面
めん

に現
あらわ

れていません 
（この本

ほん
ではこれを「省

しょう
略
りゃく

」と呼
よ

んでいます）。 
ですから、文

ぶん
の意

い
味
み

を完
かん

全
ぜん

に理
り

解
かい

するには、 
文
ぶん

の受
う

け手
て

は省
しょう

略
りゃく

されたものを補
おぎな

う必
ひつ

要
よう

が 
あ り ま す。 逆

ぎゃく
に 言

い
え ば、 文

ぶん
の 送

おく
り 手

て
は、 

省
しょう
略
りゃく
を通

とお
して日

に
本
ほん
語
ご
の文

ぶん
法
ぽう
が見

み
える

『日
に
本

ほん
語

ご
の省

しょう
略
りゃく
がわかる本

ほん
―誰

だれ
が？誰

だれ
に？何

なに
を？』
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